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兵庫懸宍粟郡船越山槌物繊要

-1. 緒雷
昭和14年 8 月1，2 日会長阿部良平先生格別の御配慮

によって兵庫県博物学会によザ船越山植物採集会が催
され、田代善太郎先生は探集会を御指導になったのみ
でなく船越山植物地理概設をまとめるととを命ぜら
れ. 帰途の車中で早速御指導を仰ぎ、其後の御教示に
よって一応出来上った示発表の機会をうしないそのま
、になっていた。昭和17年三宵小学校で謄写印刷下さ
れ郡内各泊、学稼へ配布されたのが播磨船越山植物ふ
爺である。私のたあ余分に印刷下ぎったsのは途中で
まき・れて終に手に入らずi司好各位の御高覧に棋すると
とができなかった。今回国代. 阿部両先生迫蝿号の出
版に曇って、其後の知見を加え、両先生の御霊前に捧

建部濠潤‘

ザクラ等の落葉喬木、ウラジロガシ、ヤプv パギ.
サカキ、サカキ、ツクパネガシ. ヤプユツケイ、ジ p
ダ毛等の常綜澗葉樹、それツガの針葉樹を主体とし. ，
目趣6 m 、樹高 3 0 m のモミが最大である。、との k うな
林相は暖帯北部特有の林相で、叉中国山系南面の自録
的林相である。

司、 F

な区域である。 ζの区間は ( A ) 山門から渓流に滑っ
た本坊上方までの部分と 11 ( B ) それより西方の山腹 J

部とに分たれる。 ( A ) 区にはさ与地方向地樹陰に普遁
な草本. 木本及び羊描類が多いのみでなく、テペテ、
オオアキギ事. オオパチドメグサ. ャマアィ、ミヲモ

げ謝恩の→端としたい I 1- y  
昭和 8 年夏初めて船越山の植物に見えて以来30数回| パノォ、ハルトラノ* - 発クカラグサ. ク守克f :z. Y ウ

ラ調査の困難さを切実K 惑とる。本稿は会くフロヲの
概要を示ナもので、完全なる植物誌は借今後の精査を
、待たねばからないと思う。又比の間格別の御厚意をよ
せられた瑠璃寺住職大江輿源師並に近年御協力を賜る'
三土中学校教官内海功一氏に甚深の謝意を表ナる患の

ダ. ミヤマノヨギ! 1
ワヘゴ、サイゴタイノデ. サカ' ゲイノヂ、ツヤナシ 4
ノデ. キヨズミヒメワラピ、ヒロノ、ヤプ Y テッ、チヤ
セシシダ、¥ イヌチヤセンシダ等70種に及ぶ羊歯類のほ
とんE が見られる e 又( B )地域にはイナモ 9 ソウ. カ

である。 Iウ子f;!1 Y ゥ、シソパタツナミ γ トンボツ今、ィィヌ守山
2. 植物景観の楓要 “‘ 、 | ムカゴ、ミヤマトペラ、ユグノキ. ヨコグラノキ. ィ

船越山く弱2) は兵庫県( 播磨〉宍粟郡三河村宇船越! イギ! 1 11 タロタキカグラ等が馨しい o
にあって. 西叫佐用郡石井村、北は宍粟郡千種村に隣| 要ナるtごとの地域は杉並木が長年月伐採されなかっ
接し、北には近〈岡山県境に日名倉山(1047)があれ | たとと、' 、議誌の水量が豊富で濃度が大きいととによザ
さらに北lさは搭磨の最高峰三宝山(1358)をはどめ中国| ってv 樹陰を拒む植物の生育を旺盛ならしめた患のと
山系の高峰が列立している。 ζの山系かb発した千種| 考えられる。
JHは東方山麓を南流して瀬戸内海に注いでいる。 I しかし杉並木伐採のため日光@ 直射が多〈土地の乾
歴史的に見る2船越山は中腹にある真言宗糊寺の| 燥惜しくなれ羊歯類. 草本類、藤舗の群叢は近

寺領として古来森林が主〈保護されたので分布上興味| 年かえEりの変遷を生む不安定な状態を示しているとと

と社会事業博愛病院の設立経営のため 6∞町歩余の森| サウ群落が著しく崎勢力を得て他の草本類を庄遁してい
株の穴苧が伐採され. 約却O 年前第27代の住侶真顕が| るととであるa
植林した山内から奥院に至る聞の見事な杉並木さえち| 今ひとつ特筆すペきは池の谷の景観で. との谷は大
大宇をラしなうに至った。しかしながら渓閉その他民| 小の岩石によって谷がう宇められ諜流はその下をく Y

昔日のおもかげが残れ分布上注目すべき種類は絶域| って地下水となっている。従って夏期は水温低く、各
した色の色な〈、普地方フロラの代表としての価値を iは高い。岩践は空洞となっているため夏期になる企密
保っている色 、 | 調中の冷い空気は多量の水蒸気を伴って地表上に上昇
現在建さ打た自然的樹棒は奥院西南一帯の霧林で 11 Iい一帯は温度低く且つ水蒸気に被われて操度が大き

約3ω年と推定され. ヨハウJチワカエデ、アズサ. ィ I <  11 地上. 砦上、樹幹は癖苔、地衣類の生育が特に虚
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系要素がとの地平安のみに見 b れるととは夏期の保混と
関係ある色のふょうである。現在ζの地域の樹令は30
年程度であるが、今後伐採しない乙とになったか b 将

¥  
来日光が地表に直射しなくなれば小規模な蘇苔林の形
喝成色予想され特異な景観を塁ナるに至るであろう。私
はとの一帯を池の谷夏期低湿地すと名づけたいと忍
う。，
最後に脊稜の乾燥した場所ではさ岳地方一般に見 bれ

‘/ ; > ヨパノミツパツツ夕、ヤマヅヅ夕、ミヤマウグイス
カグラ， ::1/、クウ y ポ lJ、 P ヨウプL アオハダ、ョゴ
，メウツギ、ョハウチワカ z ヂ、ヒイラギ、アセビ， Y  
冨ゴ、ィヌツクヘ ヤマウ Jレシ、 ヨナラ TJ ラv ロノ
キ. カマツカ、! J y ポ夕、カナクギノキ、クロモ夕、

l ダンヨウパイ等・が多く、: モミ、ツガの多い部分色あ
る。
3. 植物分布地理の概要
( A )  南系砲物及び媛地位植物
南系纏物とは中部、南部支那と分布関係のある志の

及び九千H，四国及び近畿以西の本土を分布の中心とす
る要素をい〉、暖地性植物とは台湾. 琉球と分布関係
を有し、海読のえいきようによって本州に及ぶ要素で
ある。船j玄山の植物を見ると南系暖地位要索がフロラ
の基礎となっている。次に両要素に属する若しいもの
を列挙してみると、
( 木本・類) ( き〈科〉ヨウヤボウキ. ( ナひかづら

科) 7 - . イカズラ、ゴマキ、ユワト: : Z . ミヤマウグイス
カグラ、 ( しんけい科》ミカ z リY '7 、
科〉ムラサキシキスヱ 7' .b. '7 乙丘、 〈まちん科〉チ
子セカグラ( け主うちくとう科〉三ム立ヰぷ三、
( とうぷた科〉キクヨラン， ( ひいらぎ船ヒイラギ、
( かきのき科〉カキγ(1 " ぶ乙うじ科〉ヤプコウミy、 T

ンリヨウ . カラタチパナえどのき科) : : zハタウン
ボ夕、 ( しゃくなげ科〉ヨパノミツバツツ 9 ，アセ
ビ. パイカツツク. ウスギヨウヌ夕、ス 1 キ. (みすも
き科〉アオ寺、クマノミズキ，' " ナイカダ、 ( うとぎ
ぎりタラノキ・主ヰ乙、 〈うりのき科〉ウリノキ、
( ( み科) ナワシロ夕、10 ，ナツアサr - ]J， ( ぢんちょ
うげ将〉コ宇ヨウノキ， (τコばき科〉サカキ. ヒサカ
キ. エエぷニ之、 ( いい制科 - f .，f"f !J、 ( ぷ口
科) アマヅJv，Jサンカグヅ Jレ. ツ夕、 ( くろうめも E
きZ斗) : : z パノクロウメモ Y キ. ヨコグラノキ、ケケン
ポナジ( あわぷき科) アワプキ、ミヤマホウ Y ，
( かえで科〉ナ r' !Jノキ、 イロハモミ 9 ， オオモミ
夕、メ〆スリノキずくくろたきかづら科〉タロタキカ

龍一ーを引く sのは陵地性要索である。

グラ、 ( そよご科) Y ヨゴ) ( たかとう? ごい科〉ヨパ
ンノキ、品ズ! J ，/'， 1:::.三之、 ( にがき科〉ユガキ.
♂【へんるう 1':科〉コクサギ. サンシ三夫九 4 ニヰ羊三二
三」乙. カラスザンショウ、 ( まる科〉ユクノキ. ミヤ
ニム三z.zヤケツイバラばb 科) ヤマザグラ.
ヒガンザグラ、ウラタロノキ、ャマプヨ号、カマツカ.

ヤ寸. イパラ、 ビロウ Y イチゴ、 ナガパノモミヂイチ

ゴ、三二- f ' 1 " 三、クサイチゴ、 P ジポグ、( ゆきのし
た科〉イワガラミ. ウツギ、! ウラタロウヲギ、ヨガク
ウツギ、〈くすのき科〉アプラチャン、カナクギノ寺、，
クロモョy 、オオバケクロモ夕、ダンコウパイ、+ プ=

と乙ヰ、 ιニ五二己、ヰニニヰ、 ( 色くれん科〉タムシ
パ、三L ζヰぷJ乙、 ζヰム、 〈つづらふピ科〉オオツ
グラフ夕、( るぎ科〕ナンデシ、( あげぴ科〉トキワア
ケピ、ミツノマアケピ、 〈うまのあしがた科〉ハシジヨ
ウグル， cふ< ! ，ぎくら科) フサザクラ， ( いるくさ科〉
ヨアカ Y . . ( くは科〉コウゾ、ヤマグ丹、〈にれ科〉ケ
ヤキ、( ぶな科〉アラカシ、ジラカシ、' 7 ラタロガシ、
ツクパネ jjシ、グリ、クヌギ、 ( かばのき科〉アカシ
デ、イヌシデもアズサ， cいちい科〉カャ
〔草本類 ) ' ( きく科)
キニガナ、ヤヅ V ガサ、( うり科〉モミ夕方ラヨζ守リ、
( すいかづ品科) ふ之丘、( あかね科〉イナモリ Y ウ、
寸オキヌタ Y ウ、( は〈・ろそう科〉ノ、グロ Y ウ、(いまコ
たばζ科〉イワタパョ、 〈ごまのは< . さ科) 主I I三
クサ. ( なす科)
んけい科〉オオアキギ F 、 ( たかとう? ごい科〉ヤマア
ィ、〈さくらそラ科・〉ミヤマタゴボウ、( かたばみ科〉
ミヤマカ♂ノマミ、 ( ゆきのした科) =>. "fノ y 夕、タサ
アジサイ、ヤマキコノメ、チダケサシ、= チヤルメ J!-
y ゥ、( けし科) タケニグサ、( うまのあしがた科〉イ
チリンソウゼヒメウズ、ユ寺ヲリイチグ、キパナサパ

( らん科〉ムギラン、
ク正ラ y 、ペユカヤラン、イイヌマムカゴ、クマ jj ::s:.

y ゥ. 与4 ムエヰ乙、〈竹笹科〉ルリデラスダケ①
〈つゆ〈さ科〉ヤプメウガ、
〔羊歯類 ) ( いわひば科〉カタヒパ、イワヒ月、

( うらピろ科〉ヨシダ、 〈かにくさ科) カユクサ、くう
ちぼし科〉クジャクシダ‘チヤセ y シダ. イヌチヤセ
シシダ、ヤマイヌワラピ， 5 t リワラピ、シシガシラ、
イワョゲネ Y ウ、コパノイシカグマ. キヨタキシダ. ャ
ワラシダ、フモトシダ. イヌシダ、シノプ、サタラ

①船越山は type 産地。兵庫生物 V ol. 1， No. 3 参照。
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3〆、官Z メサタヲン、ノキ$ ( ノプ4 アオネカグラ 1 ク守
'7 5 ピ、シヲガシダ、イワr トラノオ、、ヌ' トラノオ.
オオパノイノモト y ウ. オオノマノm ナタ書ウシダ、シ

シ!I'，.. 有 J、へゴ、オオクグヤグシタヘイノモトジウ、
ピ凶ウ. . . . . シダ、シシラン、イワヤシダ、オオヒメ" ! 7 ヲ

J 、ヤプソテツ、カナ v ラぜ、ノ、カタシシ'dI ' . .
タヲピ、ミヤヨイヌワラピ、イノデモドキ、サイゴグ
イノデ、〈ぜんまい科〉ゼンマイ、〈きヒのおし? ゴ科〉
キタノオシダ、オオキタノオ. くζげしのぶ科〉ウナ
Y ゴケ、アオ. ラゴケ、ホ Y パヨケシノプの如き多数
の要素をあげると Jとができる。
蔚莱植物中支那大陸と分布関係を有する色のとして

バラ. シキミ、ヨヨグラノ々、ィ" ! 7 ヤシダ等が所請中

部支那要素として著しく、近畿地方を分布の中心とす
る分子にミカ: . l } y 夕、ウラタロウツギ‘ a キ JJ l)イ
ヂグ等があり、中国地方を分布の中心とするものには
ナトセカグラ、ナタアサド 9 、キパナサパノオ、モミ
タカラスウ，の如きものが見られる白
次に暖地性要驚として馨しいのはサカキ、ヒサカ
キ、ャプツ; パキ、 9 Yポ夕、 11 ゴノキーシロダ号、ヤ

ウ、ヤプムラサキ、シラヨ号、イイギ，、イヌザンシ軍事
1人巳メ f ヤガラ等があり、又シダ類の多くは台湾、
琉球と分布関係を有する色のである。、
くB ) ・北系植物
北系植物要繋とは常海湖、当証』チヤツカ牛島、樺

末、千島、私海道と分布関係を有する色ので、本州中
部以北の山地に多く、本州西南部、四園、九州に及ぶ
色のである。船越山では南系暖地要素に比' して種類、

個体共に沙いが主な色のは、くきく科〉キクパヤマポク
ナーぐプキ、ャマユガナ、 〈あかね科〉オオパノヨヅ

( いちゃ〈そう稀〉ウメ g サY ウ地
ぷ軒)31 . 1 ) 'プ、〈みするき掛3ミズキ、( うと智科).r.
ギ，、ヨシアプラ、〈きるなし耕) /( / ( f ! 、。、その: ， 

キツヲフネ、〈とものき科〉トチノキ、〈かえで科) " -f山♂
タヤカエデ、 4メグス，ノキ、チ. . . lJノキ、 〈にし奪智 ¥1

〈うる L撃を主
ツタウルシ、〈まめ科〉サイカチ. . 0まら科〉ケヤマザー何? っ
クラ、ウ V ミズザクラ、ヨlゴメウツギ、 〈ゆきのし抱
科〉ノヲウヲギ、ネョノメ Y ウv ダイ毛シジ y ゥ、イ
《ポタシ、〈色〈れん科) . . ノキ. くあザび科〉ミツ
バアケピ、 〈うまのあしがた科〉ト，町アシシ書ウマ、

科〉カ JJ j f )干y ゥ、 〈いらく活科〉ムカゴイラクサ、
ミヤマイラクサ、〈にれ科〉エゾエノキ、〈せきちく科〉
ナンパシハョペ、フシグロセシノ夕、 〈禾本科〉タツ

ノヒゲ、くか‘やつり fさ科〉カ y スゲ、タユカ V スグ、
t.，l科〉・ :s t ユワタ夕、ナライシダ、，ヨウメ

シシダ、: イヌ支f Y Y タ"
ミヤマシケシダ、サカゲイノデ、オシヤグタデシダ、 ノ

くはな守すり科〉ナヲノハナワラピ等である。
この中カシメグ、キグパヤ司守牢ポグチは日: 本本海僻を

布のヌ本ド拠とする色ので、わづかに山脈を越えて南下し
ている由来方ツラ、トチノキは穴木がわづかに見られ

るiこ過ぎすも、一般にき各地方向地に普通に産する色のば
かりである。
要するに船越山のフロラは南系暖地要素によづて成
れその閑あすもかに北系要素を変え暖帯北部のフロラ l

を形成ナる色のといえる。構成要素中tこミヤマトペ
ラ. 冨ヨグラノキ、タロタキカグラ、キクカラクサ、

ヒメノヤガラ、イワヤシダを合むととは船越山のフロ
ラを特色づげると共に、分布上注目すべき点である。

(Feb. 10. 1952) 

神戸税関附近に渡来したー植物
村 回 源

昨年筆者が山披産ヒユ科植物の調査を守ってい? と際| て. 茎は多〈枝を分ち径 2 m m 内外で脱落性の自宅が

内で採集されたヒユ科の珍b b.1t、 1 植物の標本が向て| 内外の短構があり先端は鈍頭で小さい剰があれ若い
来たのでしらペて見ると、ヲルノゲイトウ属の Alt<tt- I時は有毛である。花序は無柄で葉肢にあれ省及び小菅
anthera repens K u nt%eであうて渡来植物とし| は膜質で卵状披針形. . 1脈があり先端はずるE い剰状
て我が国では宋記録の色のであった。とれはプラジ! となり、長さ 3 m m 内外で無毛又は守中有毛。花被は

ミ ル、チ，戸、ペルー. メキショ、カナ宮ー諸島 k り北 i不同で5片、 2ケは卵状披針形で長さ 5 m m内外、 3娠が
米のカロ' ナ州一帯の中南米に広〈分布する雑草であ I: あり先靖はずるE く鋭尖し基部は脈上に自宅があ・るー
る章状を簡単に記しておくと、傭旬性の多年草であっ I 1クはや守短く先端は鋭頭で3脈あり蔓卵理事で脈上基部s


